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「学校教育に関するアンケート」の結果について 

 
 日頃より、本校の教育活動の推進のためにご理解、ご協力を賜りまして、誠にありがとうございま
す。さて、１月にご協力いただきました「学校教育に関するアンケート」の結果についてお知らせい
たします。今年度も保護者の皆様からご回答をいただき、ありがとうございました。アンケ－トの結
果から、本校の取り組みについては、おおむね保護者の皆様にお認めいただいているものと受け止め、
感謝いたしております。記述していただいたご意見や結果を次年度の教育活動等の検討のための資料
にさせていただき、改善に努めてまいります。 
 

Ａ： よくあてはまる  Ｂ： ややあてはまる Ｃ：あまりあてはまらない   Ｄ：全くあてはまらない 
 

   
ＡとＢを合わせて94％という高い評価をいただ

きました。今年は、牧の原スマイルフェスティバル

を始め、ペア学年での交流の機会を増やすことがで

きました。今後も、学年の枠を超えて子どもたちが

互いに学び合い、生き生きと活動できる場を設定し

ていきたいと思います。 

 

   
ＡとＢを合わせて94％という高い評価をいただき

ました。子どもたちの確かな学びのために、日々教

材研究や授業の工夫に取り組んでいます。また、今

年度は、特設講座として授業後に希望者を募って、

学習支援を行う機会を設定することができ、学習の

基礎・基本の定着を図ることができました。 

 

   
 今年度は、牧の原スマイルフェスティバルや作品

展示週間の鑑賞など、ペア学年で活動を共にする機

会を増やすことができました。交流の機会を重ねる

ごとに、子どもたちの笑顔が増え、温かな雰囲気の

中で活動を進められるようになってきました。今後

も、本校の特色を生かした取り組みを進めていきた

いと思います。 

 
   

 児童教育相談やＳＣとの全員面談(４年生以上)

などを実施し、子どもたちが安心して学校生活を送

ることができるように努めています。ただ、「子ど

もたちへの接し方をもう少し考えてほしい」という

ご意見もいただきました。子どもたちと信頼関係を

築き、より適切な指導につなげていくことができる

                         ように取り組みを続けていきます。 

 
   

学校生活だけでなく、校外学習や宿泊行事など様

々な場面を通じて指導を行っています。ただ、挨拶

や公共の場でのマナーなどについて、保護者の方や

地域の方からご意見をいただきました。子どもたち

の意識を高められるように取り組んでいきます。 

 

１ 子どもが、生き生きと楽しい学校生活が送れるように努力している。 

 

２ 学習内容が十分理解できる「わかりやすい授業」を行っている。 

 

３ 温かい人間関係づくりに努め、いじめのない学校・学級づくりに努力している。 

４ 子どもとの信頼関係を築き、適切な指導や支援を行っている。 

 

５ きめ細やかに生活のきまりを指導し、規範意識が身に付くように努力している。 



   

   
 ＡとＢを合わせて98％という高い評価をいただ

きました。今年度も大きな事故やけがはなく、子ど

もたちが安全に学校生活を送ることができました。

ただ、「廊下を走る」「階段を駆け降りる」など事

故やけがにつながる恐れのある行動も見られるた

                         め、引き続き、声掛けを続けていきます。 

 
   

授業参観や懇談会等の学校行事、または必要に応

じた電話連絡などを通じて、保護者の方との情報交

換を行っています。ただ、「保護者と学校との関わ

りが少ない」というご意見もいただきました。学校

と家庭の連携強化の工夫を検討していきます。 

 

   
ＡとＢを合わせて95％という高い評価をいただ

きました。学校と家庭との協力は、子どもたちの成

長にとって欠かせないものだと考えています。ただ

「連絡しても改善が見られない」というご意見もい

ただきました。今後も、相談しやすい体制づくりに

加え、取り組みの工夫や改善が保護者の方に伝わる

                         ように努めていきます。 
 
 
 
          

今年度から給食の献立表がデータ配信となり

ました。ただ、保護者の方からの要望を受け、紙

媒体での配付も継続して行うこととなりました。

今後も、より分かりやすく伝わりやすい情報発信

に心掛けていきます。ぜひ、ご意見をお聞かせく

                         ださい。 

 

 
  

 本校は、子どもたちによる清掃に加え、毎日、ト

イレや廊下をスクール・サポート・スタッフが清掃

しており、児童が気持ちよく生活することができる

環境を整えています。また、最近では１月末に和室

が新たに設置されました。今後、生活科や社会科な

ど様々な教科の学習で有効活用していきます。 

 
  

 今年度は「自分で目標を決めて、自分で学習を

進めていくことができる児童」を目指し、様々な

教科・領域で授業実践に取り組みました。一人一

人が自分に合ったペースや方法で学んだり、自分

で学習計画を立てて学びを進めたりと、発達段階

に応じて、いろいろな工夫を行いました。今後も

 子どもたちのより一層の成長につなげられるように授業改善に取り組んでいきます。 

 

９ 学校・学年だよりやホームページ、授業や行事の参観等で、教育方針や教育活動の様子を分かりやすく伝えている。 

１０ 落ち着いて学習・生活できるような教育環境(施設・設備)づくりに努めている。 

８ 保護者からの連絡や相談に対して、適切に対応している。 

７ 懇談会など保護者と話をする機会を設けている。 

 

６ 安全対策や事故防止に努め、事故やけが等に適切に対応している。 

 

紙面の都合上、全てのご意見を掲載することができませんでしたが、いただいた貴重なご意見を基に、
教育活動がより実りのあるものとなるよう、努めてまいります。  

 

１１ 努力点について  


